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新
し
い
時
代
「
平
成
」
を
迎
え
た
ば

か
り
の
1
月
日
日
(
日
)
。
大
洗
文
化
セ

ン
タ
ー
で
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
の
成
人
式
対
象
者
(
住
民
票
が

当
防
に
あ
る
者
)
は
、
加
名
。
こ
の
う

ち
式
典
に
は

m名
(
男
別
名
・
女
山
名
)

が
出
席
、
紅
白
の
首
都
を
自
粛
し
た
他
は

全
て
例
年
ど
お
り
の
成
人
式
で
し
た
。

9
時
却
分
か
ら
受
付
が
始
ま
り
ま
し

た
が
、
地
味
な
ス

l
ツ
の
男
性
に
比
べ
、

主
役
は
や
は
り
女
性
陣
。
華
や
か
な
振

袖
を
着
飾
っ
て
「
キ
ャ
!
し
ば
ら
く
ウ
」

と
大
は
し
ゃ
ぎ
。
気
分
は
ほ
と
ん
ど
同

窓
会
?
で
し
た
。

式
典
に
は
、
小
橋
五
朗
県
議
会
議
員

や
町
長
、
和
国
前
議
会
議
長
は
じ
め
議

員
諸
氏
や
中
学
卒
業
時
の
先
生
方
な
ど
、

多
数
の
来
賓
者
が
列
席
し
ま
し
た
。

竹
内
町
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
「
皆

さ
ん
は
、
平
成
の
初
成
人
と
し
て
注
目

さ
れ
、
期
待
を
背
負
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
昭
和
は
、
激
動
の
時
代
で
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
両
親
は
、
一
一
一
日
い
知
れ
ぬ
ご

苦
労
を
重
ね
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
そ

の
ご
両
裁
へ
の
感
謝
の
気
持
を
忘
れ
ず
、

国
家
や
大
洗
町
に
無
く
て
は
な
ら
な
い

人
材
と
な
る
よ
う
精
進
し
て
下
さ
い
」

と
激
励
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
厳
粛

で
あ
る
べ
き
成
人
式
で
す
が
、
来
賓
祝

辞
の
間
も
一
部
参
加
者
の
雑
談
は
絶
え

ず
、
国
家
斉
唱
や
町
民
憲
章
の
朗
読
の

た
め
の
起
立
に
も
不
満
の
声
が
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
大
人
に
は

n
モ

ラ
ル
。
と
か
辛
抱
μ

が
要
求
さ
れ
ま
す
。

多
く
の
権
利
と
一
緒
に
、
義
務
も
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。

新
成
人
巴
戸
シ
ケ
i
ト

。

審

替

の

意

轍

る

〈

〉

総
じ
て
健
全
@
み
ん
な
シ
ッ
カ
り
し
て
い
ま
す

広
報
「
お
お
あ
ら
い
」
で
は
、
町
内

の
新
成
人
間
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付

し
て

ω人
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
間
収
率
は
不
満
で
し
た
が
、
こ
れ

は
全
体
(
加
名
)
の
日
・
7
%
に
当
り
ま

す
。
こ
の
結
果
が
、
加
歳
全
体
の
意
識

を
表
し
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、

一
つ
の
切
り
口
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
(
男
口
名
・
女
お
名

複
数
回
答
や
記
入
洩
れ
が
あ
る
た
め
、

必
ず
し
も
数
字
の
合
計
は
胡
名
・
別
%

に
な
り
ま
せ
ん
)

女
性
の
一
番
関
心
事
は
「
オ
シ
ャ
レ
」

Q

一
番
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
?

男
性
は
車
4
異
性
4

ス
ポ
ー
ツ

3

仕
事
2
と
分
か
れ
た
が
、
女
性
は
オ
シ

ャ
レ
が
日
と
2
伎
の
車
4
を
大
き
く
離

し
て
ダ
ン
ト
ツ
。
男
性
は
個
性
の
多
様

化
が
目
立
ち
、
女
性
は
美
し
く
な
る
こ

と
が
個
性
の
表
現
か
。

仕
事
は
カ
ネ
と
や
り
が
い
さ
ノ

Q
職
業
を
選
ぶ
基
準
は
?

収
入
弘
や
り
が
い
日
将
来
性
7
が

ベ
ス
ト
3
0
カ
ツ
コ
良
さ
と
か
会
社
の

大
き
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
1
名
ず
つ
。
前
向

き
の
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
。

親
の
ス
ネ
は
、
ま
だ
ま
だ
カ
ジ
リ
た
い

Q
あ
な
た
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
人
は
?

親
日
友
人
目
恋
人
4
と
、
親
が
僅

か
2
面
市
な
が
ら
一
回
目
を
保
っ
た
。

女
性
回
答
で
、
そ
の
他
2
と
あ
っ
た

が
、
ま
さ
か
既
婚
者
で
は
:
:
・
。

Q
あ
な
た
は
大
人
だ
と
思
い
ま
す
か
?

大
人
と
思
う
8
に
対
し
、
子
供
だ
と

思
う
が
お
と
圧
倒
的
に
多
い
。
実
感
が

湧
か
な
い
の
が
現
実
だ
ろ
う
。

理
由
は
、
「
貌
の
世
話
に
な
っ
て
い

る
か
ら
」
が
多
か
っ
た
。

恋
人
と
結
婚
相
手
の
違
い

Q
恋
人
・
結
婚
相
手
を
選
ぶ
と
き
の
基

準
は
?
(
結
果
は
下
記
グ
ラ
フ
)

い
ず
れ
も
「
優
し
き
」
が
ト
ッ
プ
に

く
る
が
、
結
婚
と
な
る
と
女
性
は
「
亭

主
丈
夫
で
玉
の
コ
シ
」
を
、
男
性
は
「
健

や
か
な
美
人
」
を
狙
う
。
こ
れ
は
、
い

つ
の
世
も
同
じ
こ
と
。
男
性
回
答
に

「
女
ら
し
き
」
が

B
立
つ
の
は
、
わ
か

る
よ
、
7
な
気
が
す
る
。
男
性
囲
答
に
「
職

業
」
と
あ
る
の
は
、
か
共
働
き
々
を
考
、
え

て
か
。
シ
ッ
カ
リ
し
て
ま
す
。

ハ
タ
チ
の
天
皇
観

Q
天
皇
陛
下
崩
御
を
聞
い
て
、
ど
う
思

っ
た
か
?

特
別
な
感
情
は
な
い
口
と
、
新
時
代

へ
の
期
待
の
方
が
大
き
い

9
を
合
わ
せ

た
お
に
対
し
、
悲
し
い
と
答
え
た
の
は

お
。
ダ
ブ
ル
ス
コ
ア
も
昭
和
お
年
生
ま

れ
で
は
仕
方
な
い
。

以
外
に
強
い
郷
土
愛

Q
今
後
と
も
大
洗
町
に
住
み
た
い
か
?

住
み
た
く
な
い

4
を
、
住
み
た
い
お

と
条
件
っ
き
4
が
大
き
く
上
回
っ
た
。

行
政
に
つ
い
て
の
関
心

Q
成
人
式
を
ど
う
思
う
か
?

良
い
お
必
要
な
し
5

や
り
方
に
問

題
あ
り
2
。
成
人
式
担
当
の
教
管
委
員

会
は
ひ
と
安
心
か
。

Q
今
度
の
選
挙
に
は
投
票
に
行
く
か
?

行
く
回
行
か
な
い
7
と
、
こ
れ
ま

た
選
挙
管
理
委
員
会
が
ひ
と
安
心
。

Q
町
が
進
め
て
い
る
計
画
や
構
想
の
う

ち
、
知
っ
て
い
る
の
は
何
で
す
か
?

?
リ
l
ナ
日
北
関
東
自
動
車
道
路
日

人
工
島
(
コ

i
ス
タ
ル
リ
ゾ

i
f計
画
)
叩

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
7
掴
沼
駅
周

辺
開
発
4

ゴ
ミ
焼
却
場
新
設
4
の
順

番
で
し
た
が
、
こ
の
夏
に
ア
ジ
ア
ア
マ

レ
ス
大
会
を
控
、
ぇ
、
工
事
を
急
ぐ
総
合

体
育
館
建
設
を
知
っ
て
い
た
の
は
僅
か

1
名
で
し
た
。

P
R
不
足
。

賛
否
両
論
の
原
子
力
開
発

Q
原
子
力
開
発
に
つ
い
て
の
考
え
は
?

積
極
的
に
開
発
す
べ
き
8
と
、
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
開
発
す
べ
き
日
が
賛
成

派
と
す
る
と
、
反
対
派
の
開
発
し
な
い

方
が
良
い
日
と
均
衡
し
て
い
る
。

町
民
憲
章
に

H

原
子
の
火
。
を
う
た
う

当
町
だ
け
に
、
慎
重
に
受
け
止
め
た
い
。

Q
日
本
は
良
い
思
だ
と
怠
い
ま
す
か
?

良
い
日
ま
あ
ま
あ
と
思
う
お
が
大

勢
を
占
め
、
そ
う
は
思
え
な
い

4
は
少

数
意
見
と
な
っ
て
い
る
。

か
飽
食
の
時
代
。
ま
っ
た
だ
中
の
脊

当
然
か
も
知
れ
な
い
。

円

U
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手

門

U
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人
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地方自治法第243条の3第1項及び大洗町財政状況の作成及び

公表に衡する条例により、わたくしたちの町の財政状況(昭和

63年 4月1日から 9月30B)を次のとおり公表します。

昭和63年12月26日

執行済額…2.041.006千円
(執行事・・・40.4%)

組入済額"'2.043.498千円
(収入率・・・40.4%)

予算額…5.055.588千円宏竹内大洗町長

一般会計予算執行状況

(歳入) (単位:千円)

百E 分 現計予算額

人 件 費 1，579，507 

物 {ヰ 費 366，406 

維 持補修 費 19，376 

扶 助 費 195，388 

補助費等 296，894 

普通建設事業費 1，831，894 

(1) 幸福 効 66，500 

(2) 単 1車 1，765，394 

災害復!日事業費 l 

公 {責 費 463，061 

干責 立 金 17，596 

投資及ぴ出資金 3，208 

貸 イ寸 金 8，480 

繰 出 金 117，565 

予 f蒲 費 68，212 

ぷ口入 計 4，967，588 

(性質別)(単位・千円， %) 

区 分 ミ晃計予算額 繰繰越事越業費等額 霊t住俗吉買等資 計 支出i斉綴 執行率

1.議 会 費 98，734 98，734 47，292 47.9 

2.総務 費 903，448 1 903，449 722，652 80.0 

3. 民 生 費 551，177 551，177 207，042 37.6 

4.衛 生 費 348，412 348，412 166，321 47.7 

5.労 働 費 138 138 。 。
6.農林水産業費 162，649 162，649 78，815 48.5 

7.薦 エ 費 128，014 128，014 42，116 32.9 

8.土 木 資 1，679，979 88，000 4 1，767，983 346，565 19.6 

9. i肖 妨 費 197，151 l 197，152 75，278 38，2 

10.教 育 費 321，425 508 321，933 147，115 45，7 

11. 災害復旧費 l 1 。 。
12.公 {責 費 463，211 463，211 207，810 44.9 

13. ~者支出金 45，037 45，037 。 。
14.予 イ蒲 費 68，212 ム514" 67，698 。 。

歳出合計 4，967，588 88，000 。5，055，588 2，041，006 40.4 

出)(歳(単位:千円， %) 

区 分 王晃計予算額 繰躍動韓越繍事充業当饗財等調 言十 収入1資額 収入率

1.盟T 宅党 2，239，381 2，239，381 1，301，918 58.1 

2.地 方 議 与 税 34，351 34，351 9，484 27.6 

3.利 子 部 交 付 金 13，320 13，320 1，225 9.2 

4 娯交楽施付設利用税金 44，000 44，000 16，876 38.4 

5 交自動車付取得税金 24，723 24，723 14，031 56.8 

6.地 方 交 付 税 396，520 396，520 300，776 75.9 

7. 特交通別安交全付対策金 5，558 5，558 。 。
8.分負担ヂ担及金び 80，814 80，814 31，365 38.8 

9 使手用料数及料ぴ 154，088 154，088 78，082 50.7 

10. 国 庫 支 出 金 156，961 43，220 200，181 30，356 15.2 

11.県 支 出 金 180，816 180，816 33，553 18.6 

12.財産収入 288，684 288，684 40，951 14.2 

13.寄 附 金 15，261 15，261 10，261 67.2 

14.繰 入 金 270，000 270，000 。 。
15.繰 越 金 118，149 38，080 156，229 156，229 100.0 

16.諸 収 入 234，962 234，962 18，391 7.8 

17. 匝7 イ貢 710，000 6，700 716，700 。 。
歳 入 会 計 4，967，588 88，000 5，055，588 2，043，498 40.4 

(昭和63年 9月308現在)(昭和63年 9月30日現表)

建議特別金書十歳入歳出予算執行状洗

(昭和63年 9月308現在)

(単位:千円， %) 

執し 11' 事耳

'it え 計 名 現 計予 算額 語主 入 議 t詰

収入済額 収入率 支出済額 執行事

ffi1民健康保検特別会計 1，429，290 625，491 43.8 541，481 37.9 

老人保健特別会計 1，068，415 442，288 41.4 448，676 42.0 

収益的 349，223 177，367 50.8 123，294 35.3 

水遂事業会計
資本的

(収入) 56，020 7，182 12.8 

(支出) 152，172 44，309 29.1 

収益的
(収入) 56，257 27，431 48.8 

地方卸売市場冷凍
(支出)

冷蔵事業特別会計
52，408 23，752 45.3 

資本的 3，849 1，913 49.7 

桜遂土地区画整遂事業特別会計 226，666 1，860 0.8 45，178 20.0 

サイクリングターミナル事業特別会計 16，152 9，804 60.7 7，349 45.5 

公共下水遂事業特別会計 144，731 。 。 3，056 2.1 

(単位:千円， %) 

区 分 j(;金来後遺霊客員 機成上ち

総 務 {嚢 272，379 6.4 

土 木 {嚢 3，092，670 72.8 

教 育 {童 234，696 5.5 

公営住宅僚 469，648 11.1 

保健衛生{貢 25，548 0.6 

t再 Rお イ責 41，850 1.0 

民 生 {責 58，900 1.4 

農林水産業僕 33，701 0.8 

災害復!日事業債 4，100 0.1 

特 仰j {貴 13，800 0.3 

A ロ 計 4，247，292 100.0 

選量一般金計地方債現在高一般会計時有財産の状現

@土地・・・・・..........・・・・・・2，053，568.58m'

2 

1，行政財産・…ー・・ 433，048.26m'

2， 普通財産…・・・1，620，520.32m'

感建物......・ H ・-…・・…・・… 56，428.59m' 

1.行政財産・…-・… 56，008.90m'

普通財産-…………・419.69m'

曜審有価証券・基金..，・H ・.. 487，395千円

(昭和田年 9月30日現在)

1.有価証券…・….....67，609千円

(a1j和63年 9月30日現住)※i収入が支出に不足する額は、一般会計からの運用で充当しています。

役
場
庁
舎
に
掲
げ
た
半
旗
も
悲
し
げ

1
月
7
8
の
天
皇
崩
御
は
、
予
測
さ

れ
て
い
た
と
い
え
、
昭
和
を
生
き
て
き

た
人
々
(
特
に
戦
争
体
験
者
)
に
は
、

衝
撃
的
な
で
き
ご
と
で
し
た
。

町
で
は
哀
悼
の
意
を
表
す
た
め
、
翌

8
日
正
午
か
ら
役
場
正
面
入
口
に
御
記

帳
所
を
設
け
ま
し
た
。
自
菊
の
飾
ら
れ

た
記
帳
所
に
は
、
無
線
広
報
で
知
っ
た

と
一
一
百
う
ご
夫
掃
な
ど
が
訪
れ
、
ロ
日
迄

の
5
日
間
に
記
帳
さ
れ
た
方
は
、
合
計

1
、
0
8
1
人
に
達
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
御
記
帳
簿
は
、

1
月
ロ

日
に
宮
内
庁
あ
て
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

(昭和63年 9月30日現夜)金・…ー… 419，786千円2， 基

間
唱
和
何
年
川
月
引
臼
に
動
燃
を
視
察
に

な
ら
れ
た
大
行
天
皇
と
皇
一
太
后
さ
ま
。

t"' 

後

藤

亀

泉

選

極
月
の
言
葉
短
か
く
交
し
行
く

明

神

町

白

忠

一

郎

〔
評
〕
一
年
の
最
後
の
月
、
年
も
極

ま
っ
た
と
の
意
で
極
月
。
師
走
の
別

称
も
あ
る
が
極
月
と
一
一
言
わ
れ
た
方
が

思
い
も
深
い
。
吾
、
人
共
に
忙
し
く
、

ふ
と
街
角
で
行
き
会
っ
て
交
す
一
言
葉

も
ニ
タ
一
一
言
一
一
の
短
か
き
で
あ
る
。

街
い
く
つ
越
え
来
し
宿
の
牡
丹
鍋

髭

釜

川

崎

京

子

〔
評
〕
大
洗
に
鯨
糠
鍋
が
あ
る
よ
う

に
、
桂
・
七
会
村
辺
り
は
猪
鱗
が
名

物
で
あ
る
。
牡
丹
鍋
と
も
言
、
っ
。
共

に
冬
の
味
覚
の
双
壁
で
あ
ろ
う
。
い

く
つ
か
街
を
通
り
過
ぎ
て
や
っ
と
辿

り
つ
い
た
宿
の
牡
丹
鍋
は
初
め
多
少

似
の
無
気
味
さ
は
あ
っ
た
も
の
の
聞
き

し
に
勝
る
う
ま
き
で
あ
る
。
窓
外
の

背
山
に
猪
の
怠
吹
き
も
聞
え
る
よ
、
つ

で
あ
る
。

暮
学
し
女
ば
か
り
の
集
り
に

桜
道

a

真
問
静
子

〔
評
〕
女
ば
か
り
の
集
会
で
あ
る
c

賑
や
か
に
談
笑
し
て
時
の
た
つ
の
を

忘
れ
る
。
そ
れ
で
な
く
と
も
早
い
冬

の
日
暮
れ
で
あ
る
。

育
み
て
今
日
の
日
和
や
七
五
三

新

町

山

口

清

一

ニ

〔
評
〕
愛
し
子
を
は
ぐ
く
み
育
て
無

事
七
五
三
を
迎
、
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

そ
れ
に
し
て
も
仰
と
素
晴
し
い
今
日

の
お
日
和
か
。
天
の
祝
福
で
あ
る
。

舟
を
出
し
女
ば
か
り
の
磯
焚
火

明
神
町
小
松
崎
藤
土
日

〔
評
〕
焚
火
と
女
達
を
波
止
場
に
残

し
、
男
達
は
冬
の
荒
海
に
出
漁
し
た
。

女
達
は
く
べ
足
し
た
焚
火
を
囲
ん
で

一
し
き
り
世
間
話
の
花
を
咲
か
せ
る

の
で
あ
る
。

綿
入
の
漁
師
閤
歩
す
波
止
の
昼

髭

釜

川

崎

よ

し

允

〔
評
)
綿
入
を
着
流
し
た
漁
師
が
昼

の
波
止
場
を
悠
々
と
歩
い
て
い
る
。

冬
日
が
燦
々
と
当
っ
て
布
子
の
綿
も

一
史
に
ふ
く
ら
む
よ
う
で
あ
る
。

海
の
音
遠
く
に
あ
り
ぬ
小
六
月

東

光

台

大

川

た

か

〔
評
〕
冬
に
入
っ
た
と
言
、
つ
の
に
こ

の
暖
か
き
は
春
の
よ
う
で
あ
る
。
今

日
ば
か
り
は
海
の
音
も
遠
く
の
方
か

ら
聞
え
て
く
る
よ
、
つ
で
あ
る
。

よ
き
年
を
願
ひ
て
除
夜
の
鐘
を
つ
く

祝

町

今

川

う

め

お
っ
勺
カ

〔
評
〕
陵
下
の
御
惹
を
は
じ
め
と
し

て
多
事
で
あ
っ
た
今
年
。
来
年
こ
そ

よ
き
年
で
あ
れ
と
祈
り
つ
つ
除
夜
の

鐘
を
撞
く
。

靴
の
音
問
え
は
じ
め
し
除
疫
の
鐘

祝

町

今

川

田

成

臼
溜
り
に
な
ほ
も
色
濃
き
鵠
り
花

明
神
前
小
松
崎
美
代

一}がよ

E鼠
の
ひ
と
き
は
高
し
更
く
る
夜
は

新

前

加

藤

宗

一

北
国
へ
航
く
船
の
灯
や
寒
き
び
し

夏

海

大

貫

千

代

子

柿
一
つ
残
り
し
枝
に
小
鳥
く
る

新

町

岸

和

田

和

子

北
風
に
追
は
る
る
ご
と
く
野
道
ゆ
く

東

光

ム

口

泉

き

ょ

藁
屋
根
の
軒
下
深
く
吊
し
柿

髭

釜

稲

田

富

穏

広
き
野
に
一
一
お
の
鶴
と
し
て
孤
独

明

神

町

問

中

勝

校後藤亀泉先生
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日
月
幻
自
は
、
第
1
保
育
所
の
溜
児

が
待
ち
に
待
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
で

し
た
。
部
屋
を
時
く
し
て
ロ

i
ソ
ク
を

灯
し
、
丸
一
ア

i
ブ
ル
を
囲
ん
だ
子
供
た

ち
は
自
の
前
に
並
ん
だ
お
い
し
そ
う
な

ケ
ー
キ
(
年
長
組
園
児
の
お
手
製
)
や

チ
キ
ン
に
も
な
ぜ
か
興
味
な
さ
げ
。

そ
う
、
サ
ン
タ
ク
ロ

i
ス
が
現
わ
れ

る
の
を
、
今
か
今
か
と
待
っ
て
い
た
の

で
す
。ま

も
な
く
カ
ー
テ
ン
が
開
き
、
お
な

じ
み
の
大
き
な
袋
に
赤
い
マ
ン
ト
、
ヒ

ゲ
の
サ
ン
タ
さ
ん
が
現
わ
れ
る
と
、
ワ

ツ
と
歓
声
が
上
が
り
も
う
大
騒
ぎ
、
運

良
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
さ
れ
た
子
は
、

感
激
で
声
も
な
い
様
子
で
し
た
。柔

道
9
段

に
昇
段
し
た

鈴
木
由
一
周
松
さ

ん
(
加
歳
)

柔
道
の
段
位
は
、
何
段
ま
で
あ
る

か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
叩

段
が
た
だ
一
人
(
小
谷
澄
之
元
議
選

舘
師
範
)
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は

特
例
。
今
で
は
9
段
が
最
高
位
と
な

っ
て
い
ま
す
。

鈴
木
さ
ん
は
、
福
島
県
の
出
身
で
、

昭
和
9
年
警
視
庁
に
奉
職
以
来
、
一

貫
し
て
柔
道
師
範
と
し
て
警
察
官
の

指
導
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
幻
年
に
茨
城
県
警
の
柔
道
師

範
と
し
て
招
か
れ
、
縁
あ
っ
て
大
洗

(3)第206号

こ
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
扮
し
た
の

は
、
地
元
の
高
齢
者
ク
一
ス
フ
「
明
寿
会
」

会
長
の
高
橋
兼
官
さ
ん
(
郎
歳
)
で
、
向
日

前
の
白
髪
は
サ
ン
タ
さ
ん
に
ピ
ッ
タ
リ
。

第
1
保
育
所
で
は
、
園
児
と
お
年
寄

り
の
皆
さ
ん
と
の
「
ふ
れ
あ
い
を
深
め

よ
う
」
と
、
所
内
の
行
事
に
お
年
寄
り

を
招
待
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
田
の
サ

ン
タ
訪
問
は
九
言
わ
ば
そ
の
お
返
し
。

高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
生
懸
命

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を
演
ず
る
高
橋
さ
ん

と
、
実
在
を
一
信
じ
、
同
口
を
輝
か
せ
て
い

る
子
供
た
ち
。
そ
の
光
景
に
純
粋
な
も

の
を
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
目
頭
を

押
さ
え
る
職
員
も
多
く
、
心
温
ま
る
一

時
で
し
た
。

町
の
住
民
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

叫
年
に
退
職
さ
れ
、
接
骨
院
を
開
業

後
も
柔
道
の
振
興
に
領
注
し
、
現
夜
で

も
関
東
柔
道
連
合
会
会
長
や
巨
本
柔
道

連
援
の
理
事
を
な
さ
勺
て
い
ま
す
。

昨
年
4
月
は
講
道
館
の
創
設
者
、
嘉

納
治
五
郎
の
没
後
印
年
に
当
た
り
、
今

ま
で
の
功
績
を
認
め
ら
れ
、
県
内
で
初

め
て
と
い
う
9
段
昇
進
(
現
在
全
国
で

お
名
)
を
来
た
さ
れ
ま
し
た
。

特
筆
す
べ
き
は
鈴
木
さ
ん
の

J
右
さ
。

で
す
。
背
筋
が
伸
び
、
ガ
ッ
チ
リ
と
し

た
身
体
(
陥
叩
・
剖
い
き
。
明
瞭
な
記

憶
と
大
き
な
声
。
誰
が
見
て
も
ま
ず
明

治
M
M

年
の
生
ま
れ
と
は
思
、
え
な
い
で
し

ト
晶
、
寸
ノ
。秘

訣
は
?
と
開
く
と
、
「
摂
生
と
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
大
切
。

3
年
前
に
家
内

に
先
立
た
れ
て
か
ら
、
病
気
に
な
る
と

最
近
、
結
婚
式

な
ど
の
受
付
は
、

ほ
と
ん
ど
サ
イ
ン

ベ
ン
。
そ
ん
な
中

で
毛
筆
を
選
ぴ
、

サ
ラ
サ
ラ
と
記
帳

す
る
人
を
見
る

と
、
ワ
ケ
も
な
く

尊
敬
し
て
し
ま
い

ま
す
。滝

口
保
育
鼠
で
は
、
昨
年
の
ロ
月
か

ら
清
水
正
之
副
園
長
(
雅
号
*
西
風
)
の

指
導
の
も
と
、
保
育
問
で
は
ユ
ニ
ー
ク

な
「
お
習
字
」
の
時
間
を
始
め
ま
し
た
。

年
長
組

(
5
1
6歳
)
の
問
先
日
山
名
を

3
ク
ラ
ス
に
分
け
、
週
に
1
・
2
盟
行

な
う
予
定
だ
そ
、
つ
で
す
。

ロ
月
幻
自
、

η

ス
ミ
を
い
た
ず
ら
し

て
大
騒
ぎ
。
を
予
想
し
て
取
材
に
い
き

ま
し
た
が
、
子
供
た
ち
は
真
剣
そ
の
も

の
。
か
張
り
詰
め
た
空
気
二
C

え
感
じ
ま

し
た
。
こ
の
日
の
題
は
「
く
つ
」
。
園

児
は
、
小
さ
な
手
で
筆
を
援
り
、
邪
心

の
な
い
見
事
な
蓄
を
し
た
た
め
て
い
ま

し
た
。子

供
た
ち
に
「
お
習
字
は
ど
う
?
」

国
る
の
で
、
余
計
摂
生
す
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
の
答
。

3
人
の
息
子
さ

ん
(
長
男
は
警
視
庁
)
は
そ
れ
ぞ
れ

独
立
し
、
一
人
暮
し
で
す
が
、
娘
さ

ん
が
近
く
に
嫁
い
で
い
る
の
で
、
何

か
と
面
倒
を
見
て
く
れ
る
と
の
こ

と。
一
番
の
楽
し
み
は
、
柔
道
に
励
む

子
供
た
ち
の
、
稽
古
相
手
に
な
る
こ

と
だ
そ
う
で
す
。
(
永
町
回
一
区
の
1
)

じ
書

指
h

w

p

前

一
と
開
く
と
、
「
好
き
で
i
す
」
「
お
も
し

ろ
j
い
」
「
お
母
さ
ん
に
誉
め
ら
れ
た
」

な
ど
と
元
気
な
声
が
返
っ
て
き
ま
し

た
清
水
先
生
談
「
臼
本
伝
統
の
毛
筆
の

基
本
を
、
小
さ
な
う
ち
か
ら
正
し
く
教

え
た
い
。
小
学
校
に
入
っ
て
も
興
味
を

持
ち
つ
づ
け
て
く
れ
た
ら
と
思
う
。
父

兄
の
皆
さ
ん
に
も
好
評
な
ん
で
す
。
」

い
ま
や
毛
筆
が
で
き
る
こ
と
は
、

H

特

技
。
。
皆
さ
ん
も
、

7
T
供
た
ち
に
負
け

ず
に
習
字
を
始
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。
冠
婚
葬
祭
の
受
付
で
、
か
大
き
な

顔
。
が
で
き
る
の
は
請
け
合
い
で
す

ヨ。

1
月
7
8
(
土
)
の
午
前
8
時
。
出
初

め
式
の
サ
イ
レ
ン
が
町
内
に
響
き
わ
た

り
ま
し
た
。
折
か
ら
、
テ
レ
ビ
は
天
皇

陛
下
崩
御
の
ニ
ュ

i
ス
。
そ
の
た
め
に
、

カ
ン
違
い
さ
れ
た
方
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

出
初
め
式
は
、
叩
時
か
ら
大
洗
港
第

三
埠
頭
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
弔
慰

を
表
わ
す
た
め
半
旗
を
掲
揚
し
、
予
定

し
て
い
た
放
水
試
験
と
分
列
行
進
は
中

止
す
る
な
ど
、
か
つ
て
な
い
静
か
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

開
式
を
前
に
、
全
員
で
黙
と
う
を
捧

げ
た
後
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
竹
内
町
長

も
、
例
年
の
力
強
い
あ
い
さ
つ
を
避
け
、

「
大
行
天
皇
の
ご
箕
福
を
、
皆
さ
ん
と

と
も
に
祈
り
た
い
。
L

と
、
一
言
葉
少
な

で
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
県
知
事
表
彰
と
し
て

国
民
年
金
の
保
険
料
が
変
わ
れ
ゾ
ま
す

て
七

o
o
m

(
元
年
三
月
ま
で
)

国
民
年
金
の
保
険
料
が
四
月
か
ら
一

ヵ
月
八
、

0
0
0円
に
変
わ
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
生
活
水
準
の
変
化
、

物
儲
の
上
昇
に
応
じ
て
年
金
額
を
増
額

し
、
生
活
の
安
定
を
囲
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
年
金
給

(
元
年
四
月
か
ら
)

付
に
要
す
る
費
用
は
、
加
入
者
の
皆
さ

ん
保
険
料
と
国
の
負
担
等
で
賄
わ
れ
て

い
る
の
で
す
。

「
人
生
八

O
年
」
の
時
代
を
迎
え
、

人
口
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
年
金
制

度
を
健
全
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、

年
金
の
給
付
と
保
険
料
の
負
担
の
バ
ラ

ン
ス
が
保
た
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
保
険
料
の
額
も
毎
年
段

階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
安
定
し
た
制
度
の
運
営
と

世
代
間
の
公
平
を
図
る
た
め
、
ま
た
、

誰
も
が
老
後
を
幸
せ
に
お
く
れ
る
よ
う
、

保
険
料
額
の
改
定
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
付
加
保
険
料
を
納
め
て
い
る

7
8
1
3
1
3
E
i
s
e
-
-
i
S
I
s
i
s
-
3
i
i
i
i
 

鴨m~~闘す~侶~と居間』

西電 から 4名が入賞

コ

税
制
改
正
論
議
が
は
な
や
か
な
昨

今
で
す
が
、
関
東
信
越
国
税
局
で
は
、

吋
税
を
知
る
週
間
』
(
日
月
日
日
j

口

日
)
に
ち
な
ん
で
、
「
税
に
関
す
る
作
文

?
f
s
f
s
e
i
f、dc』
f
b
f
s
1
8
1
s
e
l
f
a
f
s
1
3
5
3
g
3

谷
田
部
士
口
蔵
団
長
が
、

ω年
以
上
勤
続

功
労
章
を
受
け
た
ほ
か
、
多
数
の
消
防

団
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ま
一

つ
盛
り
上
が
ら
な
か
っ
た
の
は
、
い
た

仕
方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
巴
年
は
波
乱
の
年
」
と
一
言
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
昨
年
の
消
防
ポ
ン
プ
操

法
郡
大
会
で
優
勝
し
た
当
町
消
防
団
の

実
績
を
持
っ
て
す
れ
ば
、
ま
ず
は
安
心
。

火
災
や
災
窓
口
の
な
い
、
穏
や
か
な
年
で

あ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

aM気
M
X
H
E
H
X
H
K
M
量り

方
は
、
月
額
八
、
四
O
O円
(
定
額
八
、

0

0
0円
十
付
加
四
O
O円
)
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
生
活
が
苦
し
く
て
ど
う
し
て

も
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
場
ム
ベ
保

険
料
の
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

役
場
年
金
係
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
標
語
」
コ
ン
ク
ー
ル
走
行
な
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
中
学
生
を
対
象
に
、
作
文
や

標
語
づ
く
り
を
通
じ
、
納
税
の
意
義
や

使
い
み
ち
へ
の
理
解
を
今
の
う
ち
か
ら

深
め
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年
行
な
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

本
年
度
は
南
中
か
ら
4
名
も
の
入
賞

者
が
で
ま
し
た
の
で
、
そ
の
作
品
を
紹

介
し
ま
す
。
(
敬
称
略
)

門
標
語
〕

。
水
一
戸
税
務
署
長
賞

「
税
金
は
愚
民
み
ん
な
の

あ
い
こ
と
ば
」1年

鴨志、田雅子さん

円
作
文
〕

〈
〉
水
戸
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
長
賞

「
税
金
」
に
つ
い
て

戸
塚
由
紀
江

南
中
二
年

私
達
、
子
供
は
ま
だ
税
金
を
実
際
に

は
ら
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
税
金
と
い
う
と
、

「
私
達
に
は
関
係
な
い
」

「
大
人
が
は
ら
っ
て
い
る
の
だ
か
ら

:
J

と
、
つ
い
無
関
心
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
そ
れ
は
、
大
き
な
ま
ち
が

い
で
し
た
。

私
達
の
す
ぐ
身
近
に
あ
る
公
共
物
、

例
え
ば
、
学
校
、
道
路
や
橋
、
公
国
な

ど
が
そ
う
で
す
句
こ
れ
ら
は
み
ん
な
、
国

や
地
方
公
共
団
体
で
集
め
ら
れ
た
税
金

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら

は
み
ん
な
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

な
の
で
す
。
勉
強
す
る
の
に
学
校
が
な

く
て
は
で
き
な
い
。
車
が
返
る
の
だ
っ

て
ガ
タ
ガ
タ
し
た
道
よ
り
き
ち
ん
と
舗

装
さ
れ
た
道
の
方
が
よ
い
。
最
近
で
は

高
速
道
路
が
で
き
て
い
て
と
て
も
遠
く

に
行
く
の
に
便
利
で
あ
る
。
橋
は
瀬
戸

大
橋
な
ど
、
陸
と
陸
を
つ
な
ぐ
大
切
な

交
通
手
段
で
あ
る
。
と
い
っ
た
よ
う
に
、

と
て
も
大
切
な
役
目
を
も
っ
た
も
の
ば

か
り
な
の
で
す
。

税
金
は
そ
う
い
っ
た
建
設
物
ば
か
り

に
利
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
み
ん
な
を
守
る
た
め
の
、
警
察

。
大
洗
町
長
賞

「
進
ん
で
納
税

よ
り
よ
い
社
会
」

。
水
一
戸
冨
税
モ
ニ
タ
ー
賞
(
個
人
賞
)

「
納
税
は
み
ん
な
の
義
務
で
す

忘
れ
ず
に
」

2年

小野瀬貴子さん

3年

田山友紀子さん戸壕鹿紀江さん

や
消
防
、
病
院
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

役
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に

も
、
私
達
公
立
学
校
の
児
葉
や
生
徒

は
、
一
人
当
た
り
小
学
生
で
四
十
八
万

二
千
円
、
中
学
生
で
五
十
七
万
八
千

円
、
高
校
生
で
六
十
万
六
千
円
を
、
国

や
地
方
公
共
団
体
が
負
担
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
よ
く
考
、
え
て
み
る
と
、
私
達

中
学
生
の
場
合
、
教
科
書
は
全
部
、
屈

が
負
初
一
し
て
い
る
の
だ
な
あ
と
思
い
出

し
ま
し
た
。

税
金
は
、
個
人
の
事
業
で
は
で
き
な

い
こ
と
、
国
民
一
人
一
人
が
、
で
き
る
だ

け
よ
い
か
ん
き
ょ
う
の
中
で
生
活
で
き
る

よ
う
な
場
所
な
ど
を
、
私
た
ち
国
民
一

人
一
人
が
選
ん
だ
、
代
表
者
に
よ
っ
て
、

何
に
、
ど
れ
く
ら
い
つ
か
う
か
き
め
て

も
ら
う
の
で
す
。
そ
れ
に
は
国
民
が
は

ら
う
税
金
が
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
こ
と
に
、
税
金
は
使
わ
れ
て

い
き
、
そ
の
他
は
、
国
債
の
償
還
な
ど

に
無
だ
な
く
使
わ
れ
て
い
く
の
で
す
。

こ
う
し
て
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
、

い
ろ
い
ろ
な
所
で
税
金
は
役
立
っ
て
い

る
の
で
す
。



弘、らあおお

昭
和
が
幕
を
鴎
じ
ま
し
た
。
こ
の
時
代
最
大
の
過
ち
は
、
な

…
ん
と
い
っ
て
も
戦
争
で
し
た
。
闇
全
体
が
大
き
く
揺
れ
動
き
、

小
さ
な
集
落
で
あ
っ
た
こ
の
地
方
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

吋
し
た
。

…
水
浜
電
車
で
出
征
兵
士
を
送
り
出
し
、
そ
の
多
く
は
骨
の
力

一
ケ
ラ
も
無
い
遺
骨
?
と
な
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
(
戦
死
者

四
名
)

…
そ
し
て
敗
戦
後
の
混
乱
期
。
禽
糧
難
に
酎
え
、
歯
を
臨
い
し

…
ば
っ
て
生
き
て
き
た
先
達
の
労
苦
が
実
り
、
驚
異
の
復
興
か
ら

…
先
進
国
へ
o

A
フ
や
日
本
は
、
世
界
最
大
の
開
発
援
助
国
で
す
。

一
時
を
同
じ
く
し
て
、
私
た
ち
の
悶
も
農
漁
村
か
ら
港
湾
と
観

…
光
の
町
へ
、
貰
密
か
ら
発
展
へ
と
変
貌
し
て
き
ま
し
た
。

…
詔
和
と
は
冊
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
違
い
異
国
で
散
っ
た

一
若
者
は
、
死
が
近
つ
く
と
き
、
鹿
島
灘
の
青
や
酒
沼
川
の
流
れ
、

一
大
貫
台
地
の
緑
を
思
い
浮
か
べ
た
で
し
ょ
う
か
:
:
:
。

…
大
行
天
裏
の
崩
御
後
、
テ
レ
ビ
各
社
は
こ
ぞ
っ
て
「
闇
和
史
」

…
の
特
番
を
流
し
ま
し
た
。
ご
覧
に
な
っ
た
時
民
各
世
も
、
慎
か

一
し
い
画
聞
を
自
分
の
人
生
と
襲
ね
合
わ
せ
、
感
慨
に
ふ
け
っ
た

一
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

…
広
報
「
お
お
あ
ら
い
」
で
は
、
私
た
ち
の
間
に
お
け
る
昭
和

一
史
在
写
真
で
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

第206-1号 (4)平成元年2月1B 

h
F
昭
和
5
年
完
成
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

海
門
橋
。
昭
和
け
は
年
に
流
失
。
再
架

橋
に
は
引
年
間
の
長
き
を
要
し
た
。

(
川
上
俊
彦
氏
蔵
)

経
戦
的
思
h
v
駒
山

茂

木

清

文

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
香
取
基

地
上
空
に
、
多
少
の
雲
は
あ
っ
た
が
、

こ
の
日
は
ど
つ
い
う
わ
け
か
敵
機
や
友

軍
機
の
爆
音
が
殆
ん
ど
聞
か
れ
ず
、
基

地
は
不
気
味
な
く
ら
い
静
ま
り
か
え
っ

て
い
た
。

当
時
私
は
海
軍
砲
術
科
の
下
士
宮
と

し
て
、
基
地
防
衛
を
任
務
と
す
る
分
隊

に
所
属
し
て
い
た
。
そ
し
て
空
襲
の
た

び
に
応
戦
し
た
が
、
正
夜
な
と
こ
ろ
敵

に
与
、
え
た
損
害
よ
り
、
味
方
の
受
け
た

方
が
、
は
る
か
に
大
き
か
っ
た
の
で
あ

る
。
理
由
の
一
つ
は
弾
薬
の
補
給
が
な

い
こ
と
だ
っ
た
。

正
午
に
陛
下
の
震
一
大
放
送
が
あ
る
こ

&
昭
和
同
年
ゆ
月
。
慰
問
袋
の
発
送
。

こ
の
2
ヶ
月
後
に
真
珠
湾
攻
撃
。

&昭和21年 10月撮影。大震海岸の

塩タキ小屋。原始的な方法で塩

をつくり、物々交十奥した。

(茂木清文氏蔵)

齢
昭
和
初
年
頃
。
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
か
磯
筋
。
で

大
洗
を
P
R
。
鬼
怒
川
で
。

と
は
承
知
し
て
い
た
。
然
し
こ
れ
は
陛

下
が
、
放
送
を
通
じ
て
由
民
の
戦
意
を

高
揚
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
た
。

そ
れ
が
敗
戦
を
意
味
す
る
も
の
と
知
〉
わ

さ
れ
た
途
端
に
、
全
身
か
ら
緊
張
感
が

消
え
て
い
く
の
を
感
じ
た
。
そ
し
て
大

き
な
屈
辱
感
に
お
そ
わ
れ
た
。
同
時
に

日
本
の
前
途
に
不
安
を
い
だ
き
な
が
ら

も
、
生
き
て
家
族
に
再
会
で
き
る
と
い

う
喜
ぴ
が
、
忽
然
と
し
て
湧
き
出
て
き

た
の
は
事
実
で
あ
る
。

わ
が
部
隊
の
解
数
は
早
か
っ
た
。
八

月
下
旬
の
或
る
夕
刻
、
バ
ラ
ッ
ク
建
の

水
戸
駅
に
お
り
た
私
の
自
に
写
っ
た
の

は
、
一
面
の
焼
野
原
だ
っ
た
。
巳
む
を

得
ず
他
の
人
達
と
共
に
、
駅
で
一
夜
を

明
か
し
、
間
早
朝
浜
国
ま
で
歩
い
て
電
車

に
の
り
、
よ
う
や
く
新
町
の
わ
が
家
ま

で
た
ど
り
つ
い
た
の
だ
う
た
。

〔
町
教
脊
委
員
長
〕

昭
和
に
生
き
て

竹

内

と

め

私
は
明
治
川
町
年
の
生
ま
れ
で
河
歳
に

な
り
ま
す
。

9
歳
の
時
父
を
失
い
、
大

正
ロ
年
に
は
東
京
大
震
災
。
日
年
に
大

正
天
皇
の
崩
御
で
昭
和
を
迎
え
ま
し
た
。

昭
和
に
入
っ
て
か
ら
も
、
五
・
一
五

事
件
ほ
か
、
色
々
な
こ
と
を
経
験
し
て

兄
(
故
久
保
木
清
)
の
援
助
で
昭
和
5

年
、
県
立
大
町
高
女
(
現
在
の
水
戸
二

高
)
を
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

物
資
不
足
の
時
代
で
も
あ
り
、
学
用

品
も
容
易
に
由
民
っ
て
貰
え
な
い
耐
乏
の

学
生
時
代
で
し
た
。

昭
和
叩
年
に
結
婚
し
て
、
東
京
で
の

生
活
と
な
り
ま
し
た
。
生
め
よ
増
や
せ

よ
の
時
代
。
翌
年
長
男
(
宏
)
、
続
い

て
長
女
、
次
男
が
誕
生
し
ま
し
た
。

世
相
は
、
白
支
古
学
変
な
ど
物
騒
に
な

っ
て
き
て
、
食
糧
事
情
が
様
度
に
悪
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
子
供
た
ち
に
食
べ

さ
せ
る
た
め
、
沼
会
か
ら
米
・
卵
な
ど

を
持
っ
て
く
る
人
か
ら
仕
方
な
く
高
く

買
っ
た
り
、
物
々
交
換
な
ど
し
て
大
変

苦
労
い
た
し
ま
し
た
。

戦
争
も
日
増
し
に
激
し
く
な
り
、
出

征
兵
士
が
毎
日
の
よ
、
7
に
送
り
出
さ
れ
、

夫
も
在
郷
軍
人
と
し
て
こ
と
あ
る
毎
に

出
勤
し
て
い
た
の
で
す
が
、
体
調
を
崩

し
東
大
病
院
に
入
院
し
ま
し
た
が
、
良

い
薬
も
な
く
、
お
歳
で
急
進
し
ま
し
た
。

私
が
却
歳
で
長
男
宏
が

6
歳
の
時
で

し
た
。
折
か
ら
大
東
亜
戦
争
勃
発
で
東

京
は
騒
然
と
な
り
、

3
人
の
子
供
を
抱

え
て
途
方
に
世
帯
れ
ま
し
た
。
結
局
郷
里

の
磯
浜
に
戻
り
、

8
月
日
目
天
皇
陛
下

の
玉
音
放
送
で
敗
戦
を
知
り
ま
し
た
。

戦
後
は
大
変
で
し
た
。
子
供
の
教
育

に
つ
い
て
は
、
自
分
の
体
験
か
ら
何
と

し
て
も
き
ち
ん
と
し
た
教
育
を
受
け
さ

せ
た
い
と
思
い
、
針
仕
事
場
な
ど
の
内
職

を
し
な
が
ら
高
校
を
卒
業
さ
せ
ま
し
た
。

当
時
、
長
男
は
学
校
の
先
生
に
な
り

た
い
と
大
学
受
験
を
希
望
し
た
の
で
す

が
、
女
の
細
腕
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も

で
き
ず
、
ま
た
就
職
に
つ
い
て
も
適
切

な
判
断
が
で
き
ず
、
こ
の
時
程
夫
の
亡

き
こ
と
を
母
子
と
も
に
切
な
く
思
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

母
子
家
庭
の
辛
さ
み
じ
め
き
を
、
つ

く
づ
く
と
体
験
し
ま
し
た
が
、
三
人
の

子
供
が
貧
乏
に
め
げ
ず
、
素
直
に
成
長

し
て
く
れ
た
の
が
唯
一
の
慰
め
だ
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

長
男
宏
が
、
多
く
の
方
の
ご
支
援
で

町
会
議
員
に
当
選
し
た
喜
び
も
束
の

間
、
翌
年
叩
月
に
当
時
4
歳
の
孫
(
宏

の
次
男
)
が
魚
市
場
岸
壁
で
転
落
死
。

日
年
に
は
次
男
敬
が
詔
歳
で
病
死
。
頼

り
に
し
て
い
た
長
男
宏
も

ω年
、
突
然

脳
血
栓
で
倒
れ
る
な
ど
、
不
幸
の
連
続

で
し
た
。

幸
い
宏
は
、

3
ヶ
月
の
入
院
で
後
遺

症
は
あ
る
も
の
の
、
病
状
は
回
復
し
、

多
く
の
善
意
の
方
々
の
お
力
添
、
え
で
町

長
一
ニ
選
を
果
た
し
、
町
政
を
続
け
ら
れ

ま
す
こ
と
は
、
せ
め
て
も
の
救
い
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

私
の
昭
和
史
は
、
つ
い
つ
い
女
の
「
よ

ま
い
ご
と
」
に
な
っ
て
し
ま
い
、
恥
ず

か
し
く
存
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
い
く
ら
も
な
い
人
生
を
、

お
世
話
に
な
っ
た
多
く
の
方
々
に
心
か

ら
感
謝
し
な
が
ら
、
穏
や
か
に
過
ご
せ

た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

-一

8
月
、
当
時
の
海
水
浴
客
1
万
2
千
人
。

一
9
丹
、
2
代
自
の
海
門
僑
(
明
治
訂
年
架
橋
)
洪
水
一

一

で

破

壊

さ

れ

る

。

一

一
四
月
、
水
浜
電
車
、
祝
町
ま
で
開
通
。
一

2
一
5
丹
、
山
村
暮
鳥
の
詩
碑
建
立
。
一
普
選
に
よ
る
初
の
県
議
選
挙

3
一8
月
1
日
月
、
チ
フ
ス
菱
延
。
一
水
戸
で
初
の
メ
!
デ
i

4
一
常
務
明
治
記
念
館
が
建
設
始
ま
る
。
一
日
丹
、
陵
箪
特
別
大
演
習

一
磯
浜
尋
常
小
学
校
に
泰
安
殿
設
設
ι

一

5
一

祝

町

遊

廓

、

廃

止

と

な

る

。

一

県

庁

舎

竣

工

一
5
月
、
海
門
橋
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
架
設
。
一
恐
慌
激
化

一
那
珂
川
汽
船
廃
止
さ
る
。
一
浜
口
首
相
狙
撃
さ
れ
る
。

6
一

堀

部

拡

張

工

事

。

一

9
月
、
満
州
事
変
起
こ
る
。

7
一

向

崎

子

拓

着

工

。

一

血

盟

国

事

件

一
7
月
、
常
陽
明
治
記
念
館
開
館
。
一
五
・
一
五
事
件

8
一
磯
浜
・
大
貫
、
祝
町
・
湊
町
の
合
併
問
題
起
こ
る
。
一
日
本
、
国
際
連
盟
を
脱
退
c

m
山一

8
丹

、

大

賞

橋

開

通

。

一

日
一
水
産
加
工
業
、
水
産
業
生
産
高
の
叩
%
を
越
え
る
。
士
一
・
一
一
六
事
件

一
円
以
丹
、
保
証
責
任
磯
浜
漁
業
組
合
設
立
。
一

ロ

一

広

浦

関

崎

干

拓

完

成

。

一

7

月

、

日

撃

事

変

起

こ

る

。

日
一
大
暴
風
雨
に
て
海
門
機
破
壊
さ
る
。
一
第
1
次
義
勇
軍
渡
満
。

H
H

一

磯

浜

警

防

団

宣

誓

式

。

一

農

業

報

図

連

盟

茨

城

支

部

発

会

日
一
大
洗
常
会
設
立
。
マ
ソ
チ
・
み
そ
・
醤
油
配
給
純
一
円
口
独
伊
一
二
回
同
盟
締
結

日

一

磯

浜

町

大

政

翼

賛

会

設

立

。

一

B
ソ
中
立
条
約
締
結

一

漁

船

徴

用

始

ま

る

。

一

四

月

、

太

平

洋

戦

争

縄

戦

一
尋
常
小
学
校
が
、
国
民
学
校
と
な
る
。
一

一
藤
田
東
湖
像
除
幕
式
(
現
磯
小
に
)
。
一

ロ

一

平

一

戸

橋

竣

工

。

一

新

潟

統

制

で

「

茨

城

新

聞

間

」

の

み

日
一
磯
浜
報
開
幽
漁
業
会
設
立
。
一
歩
兵
第
2
連
隊
玉
砕

却
一
日
丹
、
米
軍
情
報
部
大
洗
ホ
テ
ル
に
進
駐
。
一
水
一
戸
市
空
饗

8
月
、
終
戦
。

幻
一
供
出
へ
の
強
権
発
動
に
農
民
運
動
激
化
。
一
天
裏
陛
下
各
地
を
巡
幸
さ
れ
る
。

n
一
磯
浜
・
夏
海
・
大
賞
に
中
学
校
設
立
。
一
新
憲
法
施
行

一
戦
後
初
の
町
会
議
員
選
挙
。
一
9
丹
、
キ
ャ
ス
リ
i
ン
台
風

弘
一
泊
沼
川
岸
に
船
着
場
完
成
。
一
5
月
、
茨
城
大
学
設
議

一

日

月

、

磯

浜

漁

業

組

合

認

可

。

一

9
月
、
キ
テ
ィ
台
風

回

一

磯

浜

伝

馬

船

総

合

設

立

。

一

朝

鮮

戦

争

勃

発

出
一
大
洗
県
立
公
園
指
定
さ
る
。
一
白
米
安
保
条
約
締
結

一

磯

浜

自

治

体

警

懲

役

廃

止

。

一

幻
一
閃
水
族
館
(
竜
宮
城
)
完
成
。
一
磐
田
察
予
備
隊
が
保
安
隊
に
改
称

詔
一
那
珂
湊
保
健
所
大
洗
分
案
関
所
。
一

一8
丹

、

磯

浜

漁

業

組

合

設

立

。

一

一9
月
、
大
洗
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
完
成
。
一

部
一
日
月
、
磯
浜
と
大
賞
が
合
併
し
て
大
洗
町
が
発
足
。
一
那
珂
湊
、
勝
田
、
市
制
砲
匂

一
ロ
月
、
初
代
町
長
に
加
藤
清
氏
就
任
。
潟
爺
丸
沈
没
。

昭
一
水
浜
電
車
、
祝
町
j
磯
浜
関
廃
止
。

一
三
漁
協
合
併
し
て
大
洗
漁
協
設
立
。

お
一
運
輸
省
、
海
岸
の
波
浪
と
潔
砂
調
査
開
始
。

紘一

7
月
、
幻
年
ぶ
り
に
海
門
橋
完
成
。

グ、、

事

年

洗

大

民7

、J
I頁県

内

・

思

内

興
農
政
治
透
明
品
発
足
。

5
月
、
那
珂
湊
沖
で
漁
船
捌
隻
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h
F
昭
和
初
年
頃
と
窓
わ
れ
る
。
大
洗
海
岸

で
砂
利
を
カ
イ
て
い
る
。
地
引
網
で
採

れ
た
鰯
を
運
ぶ
の
も
牛
館
内
が
、
玉
役
で
あ

っ

た

。

(

大

久

保

英

雄

氏

蔵

)

&昭和34年頃の消防団出

初め式。三輪の消防車

が懐かしい。磯小グラ

ンドで。

(5)第206号

&昭和30年頃か。綴入寺へ向う道路。

両側には桜が満開。

マ目白手Q37年頃。大貫の消防第 6分回付近の

舗装工事。

&昭和36~手頃の大賞ブール。当時は通称

「流れ)11J (i鹿沼)11)からの取水であっ

た。プールわきの道路もまだ未舗装。

惨
昭
和
利
年
3
月
。
大
洗
港
の
建
設
。
堤
防
が

伸
び
て
き
た
が
、
磯
が
残
っ
て
い
る
。
(
ダ
イ

ナ
マ
イ
ト
で
爆
破
)

処昭和44年頃の大洗町役場(現大洗ー中

下)の議会のようす。

左端で起立しているのは故飯島議員。
&昭和28年頃の大洗公園。砂利道に

箱型の自動車カ、走る。

マ昭和471F9月。関根?s、五段ミュンへンオリンピック柔道

中量級に出場。見事金メダルを獲得。町内パレードを行

なう。 47年10月の広報「おおあらい」に fお母さんただ

いま」という題でこの写真が掲載された。

h
v
昭
和
日
同
年
。
台
風
で
大
賞
中
宿
下
付

近
の
防
波
堤
に
打
ち
寄
せ
る
波
。
今

の
海
浜
公
園
は
、
海
の
中
。

宮島宅建

湾畿麟

を号急襲

母
昭
和
日
年
門
ほ
R

月
山
田
。

竹
内
町
長
(
何
日
歳
)
初
登
庁
。

&昭和60年 3月。北海道一大洗のカーフェリー就航。

その大きさに驚き、埠頭は熱気に包まれた。

叩
同
月
、
「
放
魚
祭
」
で
泉
太
子
殿
下
来
町
さ
れ
る
。
一
が
米
中
阜
の
演
習
阻
止
。

お

一

南

中

学

校

発

足

。

{

女

保

闘

争

激

化

一
三
農
協
が
合
併
し
て
大
洗
町
農
業
協
同
組
合
設
立
。
一

お一

7
月

、

県

立

こ

ど

も

の

家

開

設

。

一

6
月
、
常
磐
線
電
化

一

日

月

、

大

洗

港

起

工

式

。

一

ω
一4
月
、
日
本
原
子
力
研
窓
所
・
大
洗
研
究
所
起
工
有
一
朝
永
博
士
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

位
一
水
浜
電
車
廃
止
。
軌
道
撤
去
。
一
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
竣
工

必

一

国

鉄

鹿

烏

線

起

工

式

。

一

高

校

進

学

率

全

国

で

品

位

一4
月

、

夏

海

バ

イ

パ

ス

完

成

。

一

日

一

大

洗

バ

イ

パ

ス

完

成

。

一

農

家

人

口

5
割
を
割
る
。

一
原
研
J
M
T
R
臨
界
。
原
子
の
火
が
灯
る
。
一

3
月
、
県
民
の
日
を
決
め
る
。

弘
一
日
月
、
大
洗
水
族
館
オ
ー
プ
ン
。
一
筑
波
研
究
学
問
凶
都
市
起
工
式
。

一

大

洗

港

に

魚

市

場

開

設

。

一

品
一
動
燃
大
洗
工
学
セ
ン
タ
ー
関
所
。
一
鹿
島
港
に
5
万
ト
ン
タ
ン
カ
ー

崎
一
日
月
、
役
場
現
庁
舎
完
成
。
一
全
日
空
機
と
自
衛
隊
機
の
接
触

一

大

洗

町

商

工

会

館

完

成

。

一

墜

落

(

山

石

r?↑
完
エ
)

U
一
日
本
核
燃
料
開
発
(
株
)
開
設
。
一
沖
縄
復
帰
実
現

総
一
老
人
憩
い
の
家
が
完
成

6

一
水
戸
射
爆
場
返
還
さ
れ
る
。

一
県
立
大
洗
高
等
学
校
開
校
。
一
石
油
危
機
始
ま
る
。

胡

一

大

洗

港

漁

港

区

完

成

。

一

茨

城

間

体

開

催

-

叩
一
「
本
場
磯
節
保
存
会
」
発
足
。
一
沖
縄
海
洋
博
覧
会

日
一
農
業
会
館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
完
成
。
一
天
皇
陵
下
全
国
植
樹
祭
で
行
幸

田

一

町

消

防

本

部

設

置

。

一

百

塁

基

地

の

合

憲

判

決

一

高

速

実

験

炉

「

常

陽

」

臨

界

。

一

(

水

一

戸

地

方

裁

判

所

)

日
一
ロ
丹
、
竹
内
町
長
就
任
ι

一
鹿
島
か
ら
成
田
へ
航
空
機
燃
料

一
群
馬
県
群
馬
町
と
文
化
友
好
の
調
印
。
一
輸
送

日
一
大
洗
港
、
重
要
港
湾
に
指
定
さ
れ
る
。
一
第
2
次
石
油
シ
ヨ
ソ
ク

一

海

門

橋

が

無

料

化

さ

れ

る

。

一

一
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
!
ミ
ナ
ル
完
成
-
一

日一

7
丹
、
町
営
プ

l
ル

開

設

。

一

自

動

車

生

産

台

数

世

界

一

に

一
福
祉
パ
ス
運
行
開
始
。
町
民
運
動
会
。
一

日
一
大
洗
水
族
舘
新
館
完
成
。
イ
ル
カ
シ
ョ

l
始
ま
る
。
一
常
磐
高
速
道
路
一
部
開
通

一
神
山
・
大
賞
集
落
セ
ン
タ
ー
完
成
。
一
初
の
衆
参
向
日
選
挙

町一

6
月

、

文

化

セ

ン

タ

ー

竣

工

。

一

ホ

テ

ル

ニ

ュ

l
ジ
ャ
パ
ン
火
災

一
磯
浜
海
水
浴
場
が
「
磯
浜
・
大
黄
海
水
浴
場
」
に
。

臼
一
日
月
、
し
尿
処
理
プ
ラ
ン
ト
完
成
。

回
一
堀
割
集
会
所
完
成
。

一
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
オ
ー
プ
ン
。

一
8
月
、
ポ

i
ト
大
洗
出
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
-

ω
一
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
就
航
。

一
大
洗
鹿
島
線
開
湾

日一

9
月
、
皇
太
子
殿
下
、
大
洗
鹿
島
線
で
行
啓
。

一
日
月
、
総
合
運
動
公
閤
起
工
式
。

位
一
青
年
研
修
所
に
替
わ
り
、
大
賞
集
会
所
完
成
。

つ
お
お
あ
ら
い
丸
。
と
か
ば
る
な
。
新
造
船
で
就
航
。

臼
一
永
町
会
館
完
成
。

6
丹
、
海
浜
公
回
国
オ
ー
プ
ン
。

大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ

l
完
成

6

都
計
道
路
「
夏
海
大
洗
線
」
全
線
開
通
。

「第
8
罰
金
扇
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
開
催
1

日
本
海
中
部
地
震

グ
リ
コ
・
森
永
脅
迫
事
件

千
円
・
一
万
円
な
ど
新
札
発
行

日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜
落

筑
波
国
際
科
学
博
覧
会

県
下
、
台
風
刊
号
で
水
害

日
月
、
株
価
大
暴
落

留
鉄
が
分
割
民
営
化
、

J
R
に

リ
ク
ル
ー
ト
事
件
発
覚
1

滋
水
艦
「
な
だ
し
お
」
と

「
富
士
丸
」
衝
突

水
戸
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
赤
痢
大

発
生

9
月
、
昭
和
天
皇
大
量
吐
血
。
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つ
い
て

昭
和
臼
年
度
の
釘
県
民
税
の
申
告
時

期
が
ま
い
り
ま
し
た
。
別
表
の
と
お
り

出
張
受
付
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
最

寄
り
の
会
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

月2 2 2 2 2 2 2 
期月 月 月 月 月 月

23 22 21 21 20 17 16 
臼臼 日目 日日 日

木 lK 火 火 月 金 木
臼

農業dヱ合ミ、

松

神集落山

角 大 永
地東

j肖

集落)11 
実集~ ミ 町

E閏築主
会集

ぷzbェh 

会集IK 
会

官官 自官
セ セ jiJf 所 4 
ン ン 所 分
タ タ

誌関
主義

手去

農

?湯 連

( ( 

66 67 67 幸事
) ) 

2 5 5 
6 9 9 先
6 7 7 
3 6 8 

※
受
付
時
間

午
前
9
時
加
分
i
午
後
4
時
ま
で

~'\ 

所
得
税
の
瞬
時
建
串
告
拡
正
し
く

昭
和
六
十
三
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
の
準
備
は
、
も
う
お
済
み
で
し
ょ

う
か
。
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
一
一
月

十
六
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限

は
三
月
十
五
日
(
水
)
で
す
が
、
期
限
間

近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
は
大
変
混
雑

し
、
落
ち
つ
い
て
相
談
で
き
な
か
っ
た

り
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
確
定

申
告
は
で
き
る
だ
け
早
め
に
済
ま
せ
て

下
さ
い
。
特
に
最
終
日
の
一
二
月
十
五
日

確
定
申
告
納
税
相
談
呂
程
表

は
一
層
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
早
期
申
告
に
御
協
力
下
さ
い
。

お

月3 月3 3 212 
月 月月 期

312 1128 27 
日 B 日日 日

金 木 水 火 月
日

文
イじ

会
セ

，，! " 11 I 11 

議A 案ンタA 

場

ホ税 水 t!'l. 
11 茎国会戸在-士

戸

J!! " 税
務

き当
員会 著

午前待10 午前時 ドリ

11 後午時ま3 
"1 " 

午後宮4 間

で で

お

れ
一
一
一
一
大
洗
文
飽
-a
抑制由

P
ぬ
い
ぐ
る
み
ミ
ュ

i
ジ
カ
ル

P

〈
〉
期
日

2
月
回
目
(
土
)

。
開
演
一
時
間
一
部
午
前
日
時
(
団
体
)

二
部
午
後
2
時
(
一
般
)

。
入
場
料
前
売
川
円
・
当
日
券
千
円
繍

前
売
券
発
売

i
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
他

i

平成元年2月1El 

ら.. ~: 

f::.: 
F申

家協oO)P[lv=d宅三宅参加むよ号f
第12図町民オリヱンテーリング大会

験期日平成元年 2月19日(日)

*雨天の場合は、 2月26日(日)に延期(朝7p寺に無線広報

で周知)

@集合場所 大貴乃、学校校庭

⑧受 付時 間午 前 8時30分~

9持30分

大貫ノト~大賞・

神山

~大貫小(ゴール)I 

小学生(男・女)ーー一 .4-5 km 

中学生(男・女)ー…ぃ・…・ 61叩

家族主且………・・ .......4-5 km 

一般車i.Ii.(高校生以上).....….61叩

傘参加費無料(全員に参加賞)

曜量携行品 赤ボールペン、水筒、 ffふき、時計、弁当、コンパス

〔申込み先・問い合わせ先〕

大洗町教育委員会社会教育係

@コース

r， 

所得税の申告と納税は3月15Elまで

曜器部

会
ネ
ア
力
の
小
@
中
学
生
集
ま
れ
/

「
之
、
と
も
mw
域

い

っ

き

nJ遊
間
陥
う
会
」

。
期

3
月
四
日
(
土
)
午
後
2
時

却
分
か
ら
四
日
(
日
)
午
後

1
時
ま
で
〔
1
泊
)

印
名

臼

。
募
集
人
員

大洗町における交通事故の発生状況 (63.11tlJJi:(E)

~ 本 年 前年同期 増 減 数

発生件数 8 (107) 8 ( 75) o (+32) 

死者 数 o ( 6) o ( 1) o ( +5) 

負傷者数 10 (144) 8 (105) 十2(十39)

2
月

m
g
(定
員
に
な
り

次
第
締
切
り
ま
す
)

ー、
5
0
0
円

小
・
中
学
生

(
父
兄
の
付
添
い
は
不
可
)

〈
内
容
〉

@
太
平
洋
の
日
の
出
を
見
ょ
う

O
締
切
日

O
参
加
料

。
対
象
者

)内は l月からの累計です。※( 

@
ゲ

l
ム
で
楽
し
く
遊
ぽ
う

@
魚
に
関
す
る
ク
イ
ズ
大
会

(
賞
品
が
た
く
さ
ん
出
ま
す
)

@
キ
モ
だ
め
し
大
会

@

も

ち

つ

き

会

@

そ

の

他

{
申
込
先
}

県
立
児
童
セ
ン
タ
ー
こ
ど
も
の
城

T
E
L

侃

l
i
l
-
3
0
4
4

怨 66-2 4 1 1 

テ
ー
マ
司
自
本
語
の
こ
こ
ろ
』

マ
主
催
大
洗
町
・
町
教
育
委
員
会

マ

日

時

3
月
日
日
(
土
)
午
後
2
時

(
1
時
却
分
間
場
)

マ
入
場
料

5
0
0
円

wv
入
場
整
理
券
の
発
売

2
月
6
8
よ
り
教
育
委
員
会
で

宮

前

i
i
2
4
1
1

主
人
だ
い
ち
は
る
ひ
ニ

金
田
一
春
彦
氏
ブ

D
フィ
l
ル

大
正
2
年
東
京
生
ま
れ
。
東
大
国
文

学
科
卒
業
。
東
大
講
師
、
上
智
大
教
授

等
を
歴
任
。
長
年
、

N
H
K
放
送
用
語

委
員
と
し
て
放
送
用
語
の
改
善
に
努
め
、

白
年
N
H
K
放
送
文
化
賞
を
受
賞
。
学

者
タ
レ
ン
ト
と
し
て
T
V
に
良
く
出
演
。

(Hl.l.20現在)

開催段 喜善始時間 催 事 名 開催場所 {催 事 内 w骨~‘ 

4 日 t上) 10: 00 第 10回磯節全国大会予選会 ホール 磯筋節金全留額大ム会実行委4 員会主催による磯
5 日(11) 大 E の予選E

14 B (刈 9 : 30 大洗一中・南中合同立志式 ホール 大洗町教育委員会主催による一中・南
中合同立志式

21 日(刈 9 : 30 所得税確定申告取りまとめ指導会 大会議室 大{洗由甲血町悶青色申告会主催による所得税確
疋悶指導会

25日 ω 一団般体 10・00 ぬいぐるみ劇公演(EfJiE与す) ホ ール 大洗文化センタ 主催による日本むか
14:00 しぱなしぬし、<.るみ劇公演

25日 ω 10: 00 大洗漁協第 32沼 通 常 総 会 大会議室 大通常洗総町T会漁業協同組合三主催による第32図

26 B (日) 13: 00 県中民央の地集区い商工青年経営者講演会 大 会議* 大集洗い町講商演工会会 =イ釦よる県民の

-2月分行事予定褒三大洗文化セン

髭釜11区

芦)11拓也くん

( 9ヶ月)

保健セ

だより

/乙3 3 2 2 2 2 
月/ / / / / / / 

幽 3 (;jc) 2 術 23(7)¥)22 (:k) 21 休)16 日

麻 まし 母 母 母

し 子 子 そ子 歳 署暮

ん 児 イ呆 4来 保
ノ、

子
カ

業
健 健 健 月

E主 健 児
接 教 教 教 健 名
種 きロクょド 量三 主主 室 診

(生 生生 妊 妊 妊 l 
申後 後後 娠 娠 娠 歳

込制Ji義1 
6 2 6 6 6 6 

立すカカ カ カ カ カ
~6 月月 月 月 月 月

カ I I σ3 
月 73 9 9 9 誕

象l カカ カ カ カ 生
6 月月 月 月 月
歳 の の ♂〉 。コ σ〉 達
未 者者

産初 産初 初産 し 名j蒲 た
σコ σコ σ〉 r7) 者
者 者 者 者

1 l l 10 1 l 
f受す2持 2時 3時 2 s寺 3時 2時

時 15時 00時 30時 00時 30時00
15分 00分 30分 00分 30分 00分

普善

分 分 分 分 分 分
間

「
機
能
毘
復
訓
練
」

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
j
午
前
日
時
)

0
2
月
3
B
樹

0
2
月
刊
日
闘

0
2
月
比
日
ω

0

2
月
口
日
樹

0
2
月
紅
白
川
W

0

2
月
比
日
樹

0
2
月

m
g
同

0

3
月
3
日
樹

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
i
午
後
3
時
)

0
2
月

7
a附
専
門
療
法
士
来
所

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
者
で
機
能
回
復
訓
練

を
必
要
と
す
る
者
ι

「
愛
の
献
監
」
に
ご
協
力
下
さ
い

私
た
ち
は
、
今
健
康
で
も
、
い
つ
ど
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

の
よ
う
な
病
気
に
か
か
る
か
、
ど
の
よ
期
日
平
成
元
年
2
月
日
日
(
月
)

う
な
事
故
に
遭
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
時
間
午
後
1
時
1
午
後
3
時
却
分

そ
の
時
、
必
要
と
さ
れ
る
の
は
献
血
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

に

よ

る

血

液

で

す

。

献

血

の

で

き

る

人

最
近
、
医
学
の
進
歩
に
伴
う
血
液
の
年
齢
(
日
歳
j

悦
歳
)
、
体
重
(
男
子

需
要
増
で
、
輸
血
用
血
液
が
不
足
し
て
初
比
以
上
・
女
子

ω均
以
上
)
、
献
血
間

お
り
ま
す
。
町
で
は
こ
の
度
、
下
記
に
隔
(
一
ヵ
月
以
上
)
、
そ
の
他
当
日
の
血
液

よ
り
「
愛
の
献
鼠
」
を
実
施
し
ま
す
の
の
比
重
、
血
圧
及
び
体
調
が
良
好
な
者
。

※主な{崖しのみです。詳しくは文化センター怨66-2411へお間合わせ下きい。

出生12人

死亡24人

転入37人

転 出51人

。〉ム、口と
( 1月 1日現在)

21，278人(ム26)

10，495人(ム12)

女 10，783人(ム14)

世 帯 数 6，169戸(ム2)

* ( )内は前月比

人口

男

{
編
集
後
記
}

す
新
成
人
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、

広
報
紙
「
お
お
あ
ら
い
」
は
読
ん
で
ま

す
か
?
と
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
全
部
読
む
が
4
名

1

ざ
っ

と
見
出
し
だ
け
が
問
中
旬
ほ
と
ん
ど
見

な
い
が
同
名
で
し
た
。
何
は
と
も
あ
れ

「
読
む
」
と
の
答
え
が
5
嵩
以
上
。

対
象
が
却
歳
だ
け
に
、
意
外
(
失
礼
)

で
し
た
。
今
後
は
、
ヤ
ン
グ
も
念
頭
に

お
い
て
編
集
を
し
な
け
れ
ば
:

ま
た
、
こ
の
割
合
は
年
齢
に
比
例
す

る
は
ず
。
改
め
て
糞
任
の
重
さ
を
痛
感

し
た
次
第
で
す
。
広
報
公
聴
室
T
生

「
姿
勢
」
を
考
え
る
|

一
年
の
う
ち
で
最
も
寒
い
二
月
を
迎

え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

人
そ
れ
ぞ
れ
季
節
の
好
み
は
あ
る
で

し
ょ
う
が
、
こ
の
時
期
、
コ
タ
ツ
に
ぴ

っ
た
り
と
貼
り
付
い
て
い
る
自
分
の
姿
、

思
い
あ
た
り
ま
せ
ん
か
?
。

こ
の
や
や
猫
背
ぎ
み
の
姿
勢
を
長
く

続
け
て
い
る
こ
と
は
、
足
腰
が
衰
え
る

の
は
勿
論
、
腰
痛
や
頭
痛
な
ど
の
涼
自

に
も
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
健
康
に
も

大
い
に
関
係
の
あ
る
「
姿
勢
」
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

い
ざ
自
分
は
?
と
意
識
す
る
と
、
背

筋
が
し
ゃ
ん
と
し
て
し
ま
い
、
こ
れ
な

ら
大
丈
夫
と
安
心
し
て
し
ま
う
の
で
、

周
り
を
見
わ
た
し
て
下
さ
い
。
前
か
が

み
の
人
の
多
い
こ
と
。
悪
い
姿
勢
の
特

徴
を
挙
げ
て
み
ま
す
の
で
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
ま
し
ょ
70

A
V
一
一
滴
・
手
が
体
の
前
側
に
く
る
(
胸
を

張
つ
て
な
い
証
拠
)

⑩
お
腹
が
前
に
出
る
(
逆
に
お
尻
は
突

き
ょ
げ
ら
れ
、
腰
に
負
担
が
か
か
る
)

φ
ヒ
ザ
が
曲
が
る

ど
う
で
し
ょ
う
、
家
族
で
チ
ェ
ッ
ク

し
合
う
と
、
よ
り
ハ
ツ
キ
リ
わ
か
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

で
は
、
良
い
姿
勢
は
と
震
い
ま
す
と
、

こ
れ
は
自
分
自
身
で
常
に
意
識
し
て
続

け
な
い
と
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。

m菩
筋
を
伸
ば
す
。

②
お
援
に
力
を
入
れ
、
締
め
る
。

③
お
尻
の
両
側
に
力
を
入
れ
る
。

④
あ
ご
を
引
き
、
頭
の
上
か
ら
引
っ
張

ら
れ
る
よ
、
つ
に
首
筋
を
伸
ば
す
。

こ
れ
ら
に
、
一
日
一
聞
の
体
を
ほ
ぐ

す
ラ
ジ
オ
体
操
で
も
プ
ラ
ス
す
れ
ば
、

運
動
不
足
か
ら
く
る
万
年
媛
痛
・
一
一
腐
コ

リ
と
、
サ
ヨ
ナ
ラ
で
き
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
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